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転写

天下祭実行委員会垂員長

平松　克洋

裸まつり「天下祭」においでん！
今・から600年余の昔、松子家の始祖である松子親氏公・が大下泰平の祈願祭を

斎行された歴史をもつ“豊田市姶乎町”この地において歴史を学び、そして「冬の

とよた」を代表する裸まつり大下祭へ是非お越し下さい。

仇の出合いと阜び」が祭りの主題であります。日常的なものから蹄れ、席亭さ

を外し、祭りに参加する仲間と共に寒風に身を委ね、ぶつかり合い、もみ合う中か

ら日常生活では決して感じることの出束ない“感動”を得て頂きたいと思います。

今回の願文字は「穣」です。この由緒ある地で祈願祭に参加することは、あなた

の人生に意味ある足跡を残すことと思います∴呉に楽しみましょう！！

等辺　　　』

●裸まつり（天下祭）
16歳以上の男子で健康な方であれば、どなたでも結

構です。

◇参加費／5，000円（下帯・鉢巻・足袋・食事付）
参考：今年の厄年　平成7年生まれ（初厄）・昭和54年生まれ（前厄）

昭和53年生まれ（本厄）・昭和52年生まれ（後厄）

●大頑ぎ　参加費／無料（タオル・着替え持参願います）

●奉納厄除け花餅（女性のみ）◇参加費1，000円
●花餅みこし奉納（各団体）◇参加費　20，000円より

平成30年12月1日～平成31年1月31日

★事故発生防止のため、係員の指示に従って下さい。

★参加中の事故等（怪我・盗難）の発生に際して当会では、
一切責任を負いません。

★主催者が、不適当と認めた方は、参加をお断り致します。

★当日会場へは、無料送迎バスをご利用下さい。

★参加者の日程等は、受付後別途ご案内致します。

TEL：080－昌†昌卜占昌呈宣（…呂1…霊＝〒圭83）
E－mail：tenkasai＠gmail，COm

豊田商工会議所　松平支所

〒444－2216　豊田市九久平町築場38－5

FAX：0565－86－1040　（月～金曜　9二〇〇～1700、
祝日・年末年始を除く）

●直接申込みの方　右記の参加申込書に必要事項をご記

入の上、参加費を添えて上記申込先へご提出下さい。

●郵送申込みの方　右記の参加申込書に必要事項をご記

入の上、参加申込書のみを上記申込先へFAX・メール・

郵送して下さい。参加費は下記金融機関に振込をお願
い致します。（手数料は振込者の負担となります。）

☆振込先　参加申込み：」Aあいち豊田農協松平支店

普通　0005837　天下祭参加者管理口座

協賛申込み：豊田信用金庫本店営業部

普通　0759589　天下祭実行委員会

松平観光協会ホームページアドレス

www．matudaira－SatO．COm

よこ忘志恕披担童坐二三≧≧±≧
天下祭行事時間

（2／9）

16：00・・・水玉神事

17：30…安全祈願祭

18：30…大祓ぎ（集合時間午後5：00）

（2／10）

9：30…参加者受付（赤白分け有り）

10：00・・ヰ朋子

10：30…行場にて祈願

厄除け花餅作り（高月院境内）

11：50…花餅奉納

12：30…下帯準備

14：00…練り込み

14：30…玉競り

15：00…餅投げ

※注　松平東照宮での厄年祓い

祈祷も行っております。
9：00～15：00の間で随時

実施しておりますので、各自で
お申し込み下さい。

松平わ太鼓繚鼻
棒の手放．露
中京大学噴
戦陣鍋（JAあ
出．虎、　露　点

薫・花餅作り、本朝

女性・お子様等の万
にも楽しんでいただける

．ニー手竺写て一・一
ウォークラリー（先着300名、）
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繕義民憲読
宴席押す

津具胃忠相
に宍転丙昭
治柔馴見目
滴伺墨痕句

○印をお付け下さい

裸　男 �大祓ぎ �協賛　口 �厄除け花餅 
（5，000円） �（参加費無料） �（一口5，000円より） �（1，000円） 

裸まつり犬下条中込音
申込書記入の上、申込先へお持引こなるか、FAX・メール・郵送で送って下さい。（FAX：0565－86－1040　E－mail：tenkasai＠gmail．com）

フリガナ � �電話番号 � 

氏　名 事業所名 �⑳ 
職　　業 � 

足の寸法 �cm 

生年月日 �≡芸　年　月　日（満歳） （※年齢は平成31年1月31日現在でご記入下さい。） 
申込方法 �郵　送 �FAX 

参加費 �振　込 �現　金 

住　　所 � 
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